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● 札幌医科大学後援会は、在学生の父母を会員とし、その会費をもって事業

運営を行い、大学の教育事業を後援し、その発展に協力することを目的とし

ています。

● 後援会では、大学の教育活動等への支援や学生の実習・海外研修に対する

支援、福利厚生や課外活動（サークル活動等）への支援等の事業を行ってい

ます。

【平成２３年度における主な事業実績】

大学の教育活動等への支援

◆ 学生用図書の寄贈

今年度も附属総合情報センター（図書館）に図書を寄贈しました。

○ 医学・保健医療学専門書 ２１５冊

○ 国家試験対策図書 ９０冊 計３０５冊

◆ 各種国家試験受験料等の助成

学生の国家試験（医師・看護師・保健師・理学療法士・作業療法士）受験料の全額を負担す

るとともに、国家試験対策模擬試験受験料への助成を行いました。

学生の実習・海外研修への支援

◆ 地域医療実習経費の助成

平成２３年度の「地域密着型チーム医療実習」は、両学部の3年生を対象に、8月４日から

2０日まで、留萌地区及び根釧地区で実施され、３５名の学生が参加して地域における保健医

療、福祉関連施設での実習はもとより、小中学生や老人クラブの高齢者を対象とした健康教育

セミナー等を通じて、チーム医療の重要性を学びました。

また、「離島地域医療実習」は、両学部の1年生２９名が

8月1５日から１９日まで、利尻富士町・利尻町で実施。

離島特有の環境から島の暮らしを学ぶ「生活体験」や島の

医療施設などを訪問・実習。地域医療にとって重要なチーム

医療への理解とパートナーシップの大切さを学びました。

後援会では、これらの実習に参加する学生に対して、参加経費の一部を助成いたしました。

◆ 学生海外研修事業を支援

今年度においても「カナダ・アルバータ大学語学研修」８名、「中国医科大学臨床実習」２名

「韓国カトリック大学臨床実習」２名に対し、経費の一部助成を行いました。

今後もこのような地域医療実習、海外研修事業に積極的な支援を行ってまいります。
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学生の課外活動への支援

◆ サークル活動・イベント行事の助成

学生のサークル活動や各種イベント・行事への助成を行いました。

体育系・文化系合わせて４０のサークルほか、

学生の自主的な課外活動である大学祭や体育祭、

学生会の運営経費に対する助成・支援を行いま

した。

○ 第６１回 大学祭：６/１６～１９

○ 体 育 祭 ： １０/１３～１５

【お 知 ら せ】

国家試験の結果が発表されました

平成2４年2月に実施された医師・看護師・保健師・理学療法士・作業療法士の各国家試験

の結果は次のとおりです。

○医師国家試験 １０７名が受験 9７名が合格

○看護師国家試験 5０名が受験 ５０名全員が合格

○保健師国家試験 5２名が受験 5０名が合格

○理学療法士国家試験 2２名が受験 ２２名全員が合格

○作業療法士国家試験 2２名が受験 ２２名全員が合格

平成２３年度卒業式・大学院修了式が行われました

去る3月16日、札幌プリンスホテルにおいて平成23年度札幌医科大学卒業式・大学院修了

式が執り行われました。式典では、父母や教員の

ほか、高橋はるみ北海道知事など多くの来賓が見

守る中、学部卒業生と大学院修了生に卒業証書・

学位記の授与が行われました。

本後援会は、保護者の皆様のご支援のもと活動を行っております。

今後とも本会へのご理解とご協力を賜りますよう何卒よろしくお願いいたします。
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